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リリリーーールルルベベベアアアリリリンンングググとととシシシーーールルルのののリリリビビビルルルドドド・・・キキキッッットトト
GreensmasterGreensmasterGreensmaster®®® FlexFlexFlex™™™ 芝芝芝刈刈刈りりり機機機201120112011年年年度度度製製製造造造分分分おおおよよよびびびそそそれれれ以以以前前前ののの111111枚枚枚刃刃刃
まままたたたははは141414枚枚枚刃刃刃カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトト用用用
モモモデデデルルル番番番号号号130-0105130-0105130-0105

取取取りりり付付付けけけ要要要領領領

取取取りりり付付付けけけ
警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第656565号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

米米米国国国カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここののの製製製品品品ににに、、、
ガガガンンンややや先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどののの原原原因因因とととなななるるる化化化学学学物物物
質質質ががが含含含まままれれれててていいいるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

1
マママシシシンンンののの準準準備備備ををを行行行ううう

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

すすすべべべてててのののモモモデデデルルルががが対対対象象象

1. モアを平らな作業台に置く。エンジンが停止
していることを確認する。点火プラグから点
火ケーブルを外す。

2. トラクションユニットからカッティングユ
ニットを取り外す；詳細はオペレーターズマ
ニュアル を参照。

注注注 カッティングユニットにグルーミングリー
ル・キットが取り付けられている場合には、
グルーミングリールを取り外す。詳細は、グ
ルーミングリールのオペレーターズマニュア
ルを参照。

3. カッティングユニットからベッドバーを取り
外す；詳細はオペレーターズマニュアル を
参照。

4. カッティングユニットの左側についているベ
ルトカバーとリール駆動ベルトを取り外す；
オペレーターズマニュアルを参照。

5. リールが回転しないように角材などで固定す
る。駆動プーリをリールシャフトに固定して
いるフランジナットを取り外す（図 2と図

3）。シャフトからプーリを取り外す。リール
シャフトから半月キーとスペーサを外す。

6. リール駆動プレートアセンブリをカッティン
グユニットの左側に固定しているロックナッ
ト（2個）、キャップスクリュ、ロックワッ
シャをゆるめて外す（図 1）。カッティング
ユニットのサイドプレートからアセンブリを
外す。リール駆動プレートの裏側にスペーサ
がついている場合には、スペーサを外す。

図図図 111

1. スペーサ 4. リール駆動プレートアセン
ブリ

2. ロックナット、キャップスク
リュ、ロックワッシャ

5. リール駆動ベルト

3. リール駆動プーリ

7. 前ローラを取り外す；オペレーターズマニュ
アル を参照。

ベベベアアアリリリンンングググハハハウウウジジジンンングググががが一一一体体体型型型ののの場場場合合合

1. 後ローラを固定しているねじをゆるめる。

2. カウンタウェイトをカッティングユニットの
右側に固定しているねじ（2本）、ワッシャ、
ロックナットを外す（図 2）。

3. リールの右側から、リールベアリング・ロッ
クナットを外す（図 2）。

注注注 リールベアリング・ロックナットは左ねじ
です。

4. フレームとリールからサイドプレートを外
す；オペレーターズマニュアルを参照。 リー
ルを取り外す。
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5. 各ベアリングハウジングからオイルシールを
取り外して廃棄する（図 2）。

6. 左側サイドプレートからベアリングを外して
廃棄する。

7. 右側サイドプレートから、リテーナリング、
ベアリング、ウェーブワッシャ、スラスト
ワッシャを外して廃棄する。

8. ベアリングハウジングを清掃する。

図図図 222

1. ボルト 7. ボールベアリング 13. 内側オイルシール 19. リール駆動プーリ

2. ワッシャ 8. ウェーブワッシャ 14. フランジヘッドナット 20. フランジナット

3. カウンタウェイト 9. スラストワッシャ 15. フレーム 21. ピッチアーム

4. リールベアリング・ロックナッ
ト

10. リテーナリング 16. スペーサ 22. V リング

5. 外側オイルシール 11. ショルダボルト 17. スペーサ 23. スリーブ

6. リテーナリング 12. ロックナット 18. 半月キー

ベベベアアアリリリンンングググハハハウウウジジジンンングググががが着着着脱脱脱型型型ののの場場場合合合

1. カウンタウェイトをカッティングユニットの
右側に固定しているロックナット（2個）を外
す（図 3）。カウンタウェイトを外す。

2. リールの右側から、リールベアリング・ロッ
クナットを外す（図 3）。

注注注 リールベアリング・ロックナットは左ねじ
です。

3. 各リールベアリングハウジングをカッティン
グユニットのサイドプレートに固定している

テーパード・ナット（2個）とプラウボルトを
外す（図 3）。

注注注 このキットを使ってキャニスタシールを古
いタイプのオイルシールに取り付ける場合に
は、新しいベアリングロックナットとスペー
サ（図 3）が必要となります。このシールのオ
イルシールは、外径が32 mm のベアリングロッ
クナットとスペーサを使用しています（古い
パーツの場合は外径が 28 mm です）。弊社代
理店より、ベアリングロックナット（パーツ
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番号 107–3227）とスペーサ（107–3228）を
入手してください。

注注注意意意

回回回転転転しししててていいいるるるリリリーーールルルやややそそそののの関関関連連連部部部分分分ににに触触触れれれ
るるるととと大大大けけけがががをををすすするるる。。。カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトト
ののの取取取りりり扱扱扱いいいははは丈丈丈夫夫夫ななな手手手袋袋袋をををはははめめめててて行行行ううう。。。

重重重要要要 ベベベアアアリリリンンングググハハハウウウジジジンンングググををを取取取りりり外外外すすすととときききににに
リリリーーールルルががが落落落下下下しししななないいいよよようううににに確確確実実実ににに支支支えええててておおおくくく
こここととと。。。

4. フレームとリールから、ベアリングハウジン
グをそれぞれ外す。

5. 各ベアリングハウジングからオイルシールを
取り外して廃棄する（図 3）。

6. 左側ベアリングハウジングからベアリングを
外して廃棄する。

7. 右側ベアリングハウジングから、リテーナ
リング（2個）、ベアリング、ウェーブワッ
シャ、スラストワッシャ（ついていない場合
もある）を外して廃棄する。

8. ベアリングハウジングを清掃する。

図図図 333

1. ロックナット 6. リールベアリング 11. リテーナリング 16. スペーサ

2. カウンタウェイト 7. ウェーブワッシャ 12. プラウボルト 17. スペーサ

3. リールベアリング・ロックナッ
ト

8. テーパードナット 13. ピッチアーム 18. 半月キー

4. オイルシール 9. ベアリングハウジング 14. ブッシュ 19. リール駆動プーリ

5. リテーナリング 10. スラストワッシャ 15. ベアリングジャーナル 20. フランジナット
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2
キキキッッットトトををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 スラストワッシャ

4 オイルシール

1 スペーサ

2 V リング

2 ボールベアリング

2 リテーナリング

2 ウェーブワッシャ

1. 左側ベアリングハウジングまたはサイドプ
レートに、新しいベアリングを取り付ける
（図 6）。

2. 右側ベアリングハウジングまたはサイドプレー
トに、リテーナリング、スラストワッシャ、
ウェーブワッシャ、ベアリング、リテーナリ
ングを取り付ける（図 5）。

3. ベアリングハウジングの各側にオイルシール
を入れる；シールの平たい側が外側を向くよ
うに取り付けること。

• 一体型のベアリングハウジング、または、
ベアリングハウジングのボアの長さが 40
mm のものの場合（図 4）、大きいワッ
シャ（キットの付属品）を使ってそれぞれ
のシールをベアリングハウジングに押し込
み、ワッシャがベアリングハウジングの外
側のエッジと面一になるようにする。

図図図 444

1. 40 mm 2. 45 mm

図図図 555

右側ベアリングハウジング

1. 外側オイルシール 5. ベアリングハウジング

2. ベアリング 6. リテーナリング

3. ウェーブワッシャ 7. 内側オイルシール

4. スラストワッシャ

• ボアの長さが 45 mm のベアリングハウジン
グ（図 4）の場合は、キットに付属してい
るスペーサと大きいワッシャを使って、内
側シールをベアリングハウジングにあと 5
mm 押し込む（図 6）。スペーサは、厚さ
が 5mm ある。スペーサがベアリングハウ
ジングの外側エッジと面一になったら、ス
ペーサを外す。

図図図 666

右側ベアリングハウジング

1. 外側オイルシール 6. スラストワッシャ

2. リテーナリング 7. リテーナリング

3. ベアリング 8. 内側オイルシール

4. ウェーブワッシャ 9. スペーサ

5. ベアリングハウジング 10. ワッシャ（大）

4. ベアリングのキャビティそれぞれに、およそ
半分程度グリス（汎用グリス）を入れる。
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5. リールシャフトの両端についている V リン
グを外す（図 7）。

注注注 スリーブを点検し、必要に応じて交換す
る。特殊工具のスリーブドライバがあります；
弊社代理店にてお求めいただけます。それぞ
れのリールシャフトの端部に新しいスリーブ
を押し込む。スリーブがシャフトの段と面一
になるまで押し込む。

図図図 777

1. スリーブ 2. V リング

6. 新しい V リングを取り付ける；平たい側か
らリールシャフトの端部に取り付けて完全に
挿入する。

7. 刈り込みリールのベアリングジャーナルに固
着防止潤滑剤を塗布する（図 2と図 3）。
ピッチアームとブッシュとともに、リールを
フレームにセットして、ベアリングハウジン
グを取り付けられるようにする。

注注注 リールシャフトの端部（キー溝のついてい
る方）がフレームの左側にくるようにセット
する。

注注注意意意

回回回転転転しししててていいいるるるリリリーーールルルやややそそそののの関関関連連連部部部分分分ににに触触触れれれ
るるるととと大大大けけけがががをををすすするるる。。。カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトト
ののの取取取りりり扱扱扱いいいははは丈丈丈夫夫夫ななな手手手袋袋袋をををはははめめめててて行行行ううう。。。

3
取取取りりり付付付けけけををを完完完了了了すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

ベベベアアアリリリンンングググハハハウウウジジジンンングググががが一一一体体体型型型ののの場場場合合合

1. 左右のサイドプレートを、リールシャフトに
取り付ける。必要であれば、やわらかいハン
マーを使って軽くたたきこむ。

2. サイドプレートをフレームに取り付ける。

3. 後ローラを固定する。

ベベベアアアリリリンンングググハハハウウウジジジンンングググががが着着着脱脱脱型型型ののの場場場合合合

1. 両方のベアリングハウジング（図 3）を、フ
レームを通してリールシャフトに取り付ける。

2. リールシャフトにハウジングを押し込むよう
にして取り付ける。必要であれば、やわらか
いハンマーを使って軽くたたきこむ。

3. カッティングユニットのサイドプレートにベ
アリングハウジングを取り付ける；プラウボ
ルト（2本）とテーパードナットを使用する。
各締め具を本締めする。

すすすべべべてててのののモモモデデデルルルががが対対対象象象

1. ベアリングロックナットの内側のねじ部分に
固着防止潤滑剤を塗布する（図 2と図 3）。
リールが回転しないように角材などで固定す
る。ベアリングロックナットをリールシャフ
トに取り付けて締め付ける。

注注注 リールベアリング・ロックナットは左ねじ
です。

2. カッティングユニット右側にカウンタウェイ
トを取り付ける；先ほど取り外したねじ類を
使う（図 2と図 3）。

3. 左側リールベアリングハウジングに、スペー
サを取り付ける（図 1）。リール駆動プレー
トアセンブリをカッティングユニットの側面
に取り付ける；先ほど取り外したロックナッ
ト、キャップスクリュ、ロックワッシャを再利
用する。締めつけてアセンブリを固定する。

4. リールシャフトに、スペーサと半月キーを取
り付ける（図 2と図 3）。駆動プーリの内側
（ボア）に固着防止潤滑剤を塗り、リールシャ
フトに取り付ける。フランジナットを取り付
けて、プーリをリールシャフトに固定する。

5. プーリを手で回して、リールアセンブリが自
由に回転することを確認する。自由に回転し
ない場合には原因を見つけて取り除く。

注注注 フレックス 21 は、トロの他のグリーンモ
アとリールシールの設計が異なるため、他の
グリーンモアよりも少しリールの回転が硬い
感じに仕上がります。

6. リール駆動ベルトをプーリと駆動アセンブリ
に取り付ける（図 1）。駆動ベルトの張りを調
整し、ベルトカバーを取り付ける；オペレー
ターズマニュアルを参照。

7. 前ローラを取り付ける

8. カッティングユニットにベッドバーを取り付
ける。

9. トラクションユニットにカッティングユニッ
トを取り付ける。

5

 



メメメモモモ：：：
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メメメモモモ：：：
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